
ス ワ ヒリ世界 の歴史 と展 開

一束アフリカにおけるスワヒリ

化の地域的展開とその機能

日 野 舜 也

アフリカの主要作物にはバナナ、ヤムイモ、タロイモ、ヤ シ類がある。 これはいまか ら2千

年前 くらいの古 い時代に東南アジアか ら伝来 した ものだ。 ソルガムのような貧 しい主食 しかな

か ったアフリカが、東南 アジアとの接触 によって非常に豊かになった経緯がある。東南アジア

とアフリカは昔から様々な深 い関係があった。今 日は東アフ リカの植民地時代以前にで きた都

市的文化である 「スワヒリ文化」を中心 に話を進めるが、スワヒリ文化 自体が汎イン ド洋交易

の展開の中で成立 してきた点では、東南 アジアとも色々な形で関係があったと思われる。

スワヒリ文化の 「スワヒリ」 とは、アラビア語の 「サーヘル」の複数形 「スワヒル」を語源

としている。古い時代か ら東アフ リカの海岸部をアラビア語で指 した外か らの呼称で、アフ リ

カか ら自称 として出てきたものではない。紀元前後から、東 アフリカ海岸部 に交易の港町が形

成されて きた記録がある。イ ン ド洋を通 しての、アラブ、イン ド、東南アジア、中国まで含め

た交易の発達が始 まった頃と時期を共に している。それ以前 にも、ヤムイモ等の作物が アフ リ

カに取 り込 まれているように、マダガスカルへ東南アジア系の人々が来ていたことは推察され

るが、ス ワヒリの形成という意味か ら言えば、この記録の頃か ら15世紀末のポル トガル進出ま

でが 「スワヒリ形成期」と考え られ るだろう。

この時期、汎 イン ド洋交易の展開に伴い、多 くのアジア人移住民や来住商人達が この地域 に

来ている。イン ド洋 には北か らのモンスー ンと南か らのモ ンスー ンが交互に吹 く。 これを利用

して、東 アフ リカにオマーン、イエメン、イランの シラジ等か ら多 くの船が訪れ、風が変わる

までの数 カ月間はここに滞在 し商売をす る。船乗 り達は現地妻を手 に入れ、その間に生まれた

混血民を中心に新 しい社会が展開することとな った。それは東アフ リカの海岸部に限 られた、

交易港中心の社会である。そこにスワヒリ文化が形成 され、7世 紀のイスラームの進展 と共に、

あるいはイスラームの異端 とされた人々の亡命によってイスラーム化が伴 って くる。

基本的にはアフリカ原住民であるバ ン トゥの母な る文化 と、父親が持 ち込んだアラブやアジ

ア系の文化が結びっ き、アフロ ・アジア的な混合文化がここに成立 した。それはスワヒリ語 と

い う言葉に端的に示 されている。バ ン トゥの語彙や文法の上 に、アラビアを中心に したアジア

文化が乗る形で成立 した言葉である。基礎語彙であ る天然現象、親族名称、動物の名前、身体

名称の外側に見える部分等は、バ ントゥ起源の言葉が中心にな る。それに対 して抽象名詞や、
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物質文化の言葉、挨拶の言葉、宗教語の中にアラブ起源の言葉が多い。 自然の中で作 られてき

たバ ン トゥの語彙や文法を母親か ら習い、父親が持ち込んできた様々な事物の語彙が乗 る形で

形成されてたのだろう。 この言葉の面 に端的に示され るように、様々な事象 も母なるバ ントゥ

の文化 と父なるアジアの文化の結合によってスワヒリ文化が成立 している。

イブ ン ・バ ッ トゥータの旅行記の記述か らも窺えるように、キルワやモガディシオなど、15

世紀末頃には既に都市的な港町が発達 していた。12、13世 紀がその最盛期で、と くにキルワは、

ジンバブウェ ・モ ノモタパ王朝か ら出て きた金の交易の独 占権を握 り、非常に大きな経済力を

持ち始 める。ところが15世 紀末、バスコ ・ダ ・ガマが希望峰を廻って東イン ドへの航路を開き、

この地域はポル トガルの制海権の下に置かれ、従来のような頻繁なアラブとの文化接触は制限

されることになった。ポル トガル勢力下にあ った約300年 間は、スワヒリ文化が土着化 し、よ

り強 くバ ン トゥ的な要素を深めてい くことになる。私はこの時期を 「スワヒリ文化の定着期」

と呼んでいる。

その後、 ヨーロ ッパにおけるポル トガルの勢力が相対的に弱 まり、18世 紀の後半か らオスマ

ン トルコ軍、アラビア半島か らの反攻、モ ンバサの レジスタンス等が起 こり始めると同時 に、

ポル トガルの勢力は相対的に弱まり、逆にイギ リスやアメリカが勢力を強めて くる。 イン ドの

商業資本と結びっいたマスカ ット・オマー ンのブサイディ王朝が、イギ リスの後ろだてを受け

て東アフリカ海岸部に下 りて くる。19世 紀初頭にはポル トガルを南のモザンビー クに追い払い、

現在のザ ンジバルを首都に したブサイディ王朝が東アフリカの沿岸部を支配 した。背後からイ

ギ リスが糸を引 く形で、 ブサイディ王朝の支配 は70～80年 間続き、その後の植民地化 につな

が っていく。

この時期を私は 「スワヒリの拡大期」と名付けている。その前期がオマーン時代、後期が植

民地時代になる。海岸部に局限されていたスワヒリ文化は内陸に拡大 していった。それまでの

交易は、内陸のニ ャム ウェジ、カ ンパ、ヤオ等のグループが運ぶ交易品(象 牙、奴隷、金 な

ど)を 海岸で待 ち受 けて買い取 っていた。だが、 この頃か らアラブ商人やスワヒリ商人達が、

自分でキ ャラバ ンを組み 内陸へ入 ってい くようにな る。ザ ンジバ ルの クロー ブ ・プラ ンテー

ションの発達で、集中的な労働力を必要としたことや、 ヨーロッパの産業革命後の経済的な富

裕化の中で、象牙等の奢{多品の需要が急増 して きた。 いままでのように商品を待ち受けている

だけでは足りず、自ら内陸に入 って集めて くるようになる。

そのルー トは、ザ ンジバルの対岸のバガモヨか ら、ゴゴラ ンド、タボラ、タ ンガニイカ湖畔

の ウジジを通 り、そこか ら船で対岸に渡 り、現在のザイール東部 の森林部マニエマ地方に入 っ
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て行 く。そこで奴隷を捕 まえ、買い集 めた象牙を奴隷 に担がせて海岸 まで運び出す。象牙は

ヨーロッパへ運ばれ、奴隷は、ザ ンジバルのプランテーションで使い後は売 り払 う。 このよう

なルー トの他に も、タボラから北上 し、ウガンダ王朝へ と向かうルー ト、あるいはバガモヨよ

りも南のキルワか らマラウイ湖、ザ ンビアを通 り、ザイール南部のカタンガ州 に入 って行 く

ルー トも開けて くる。

私が1964年 か らフィール ドワークを したタ ンガニイカ湖畔の町ウジジは、交易 ルー トのの大

きな拠点である。 ここは1972年 に、行方不明になっていた リビングス トーンをスタンレーが発

見 したことで有名だが、拡大期にはアラブのセツルメン トができ、その近辺に市場が開かれ始

めた。周辺の人達が色々な作物や漁獲物を売 りに来る。1770年 の後半 に再びウジジを訪ねたス

タンレーの記録は、現在のウジジの市場の基本的な構成 とあまり変わ らない。

ウジジの市場周辺にもい くつかの グループが集 まってきた。奴隷 として連れ られこの地域に

住み着 いたマニエマ人、 コンゴ系の漁業民達、以前から住んでいた牛を持ったジジ農耕民、そ

の中か らウジジという都市 に色々な形で結びっ く人々が出て くる。彼 らは海岸か らきたアラブ

人よりも、む しろ自分達 とあまり色の違わないスワヒリの洗練された商人達を眺め、一種の憧

れを持 ったに違いない。特 に奴隷民であ ったマニエマ系の人々は、イスラームに改宗すれば早

く解放されることもあった。海岸の スワヒリ商人達を真似 し、イスラーム教徒に改宗 していく。

異なる部族か ら出て きた人達が、ウジジの市民 として 「我々スワヒリ」という意識を持っよう

になった。現在で も、ウジジは80ぐ らいの異なる部族の出身者から構成 されているが、その中

核にあるイスラーム教徒達は基本的 に 「我 々スワヒリ」 という意識を共有 している。ただ、そ

の意識がそれぞれの部族帰属意識を超え るかどうかはわからない。少な くとも東アフリカで は、

異なる部族の出身者が集 まった集落でイスラーム教徒 となった人々の間には、 「我々スワヒ

リ」という共通意識が持たれていると言えるだろう。

東 アフ リカにおけるアラブの内陸交易ルー トとイスラーム分布は、基本的 にかなり一致 して

いる。さらにスワヒリの都市が、植民地時代以前に既に内陸のアラブ交易ルー トに沿 った形で

発達を始 めていた。 これが東アフ リカの都市文化の一っの基本 と考えられ るだろう。アラブ商

人、スワヒリ商人の内陸浸透により、スワヒリ文化が内陸に拡大 したが、 この時期はアラブの

交易ルー トに沿った線的な展開だ った。 ところが植民地時代になって さらに、スワヒリ文化が

内陸の もっと広い地域に拡大 してい く。皮肉に も植民地政策がスワヒリ文化を拡大させ る要因

とな っている。植民地政府が最初にこの植民地を経営す る場合、現地のイスラム教徒達を 臼分

の手先 として雇った。道先案内人、あるいは農園での通訳、労働監督者、徴税請負人、この他
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に労働力を集 めにい くことも、スワヒリ商人やアラブ商人を起用 している。植民地の進展と共

に発達 して きた都市には、大勢のイスラム教徒達が住み着き、植民地地域全体にわた ってスワ

ヒリ文化が拡大 していくことになる。

特にタ ンザニアは、ザ ンジバルと内陸のタンガニイカが併合する形で1964年 に発足 した国で、

タンガニイカの部分はかっては ドイツの植民地だ った。他の フランスやイギ リスの植民地では、

フランス語や英語の使用を強制 したが、ここではむ しろスワヒリ語を広げることを奨励 し、あ

る時期か らは辞書や教科書 も出て くる。 スワヒリ文化の基本的な構成要素であるスワヒリ語を

通 じて、スワヒリ文化 は植民地時代に内陸に広が っていった。

さらに内陸のスワヒリ都市が植民地における貨幣経済 によって発展 してい く。例えばウジジ

で捕れるダガーという魚が、ザ ンビアの鉱山地帯や、タンザニア、ケニアの内陸の多 くのプラ

ンテーションで、非常 に安 い蛋白源 として使われるようになる。 もちろんその背景には1914年

に鉄道が敷かれ、輸送力が増 したことも関係す るだろう。 このように して内陸のスワヒリ都市

が発達す ると同時に、植民地時代にはヨーロッパ植民地文化が内陸にも拡大 してい くことにな

る。

東アフ リカの場合、スワヒリ文化が沿岸部から内陸に拡大 し、それを追いかける形で植民地

文化が再度海岸部か ら広が っていく。ザ ンジバルはスワヒリ文化の最初の先進的な地域である

と共 に、植民地文化の先進的な地域で もある。西アフリカでは、イスラーム化 は北から起 こり、

ヨーロッパ化は南の海岸部か ら起 きたとい う、文化接触の特性に違いが見 られる。

東アフ リカの内陸部に拡大 したスワヒリ文化 は、その結果と して4っ の社会の類型を形成 し

た。沿岸部スワヒリマ ジョリティ地域。 タボラ、ウジジのよ うな内陸部スワヒリマ ジョリティ

地域。そ してス クマやニャムウェジ、その他の早 い時期か ら内陸か らの交易を担 って いたグ

ループか ら成立 した、伝統的な部族社会のイスラーム化によるスワヒリマイノリティ地域。 も

う一っは全 くイスラーム教が入 らなか ったマサイのような内陸のノンイスラーム地域である。

東 アフ リカ沿岸部で形成 されたスワヒリ文化には、5っ の構成要素を挙げることがで きる。

一っには人種的特性がある。スワヒリ文化を形成 し、拡大させてい く担 い手 としてのアフロ ・

アジア的な混血民である。海岸に住む混血民達 も、19世 紀からはアラブ商人 とともに、キャラ

バ ンルー トに沿 って内陸に出かけるようになった。二番目は都市性が考え られる。海岸でスワ

ヒリ文化が発達 した場所は基本的に港の都市であり、スワヒリ文化の形成、拡大の場の社会的

特性 になる。三番 目にはイスラーム教がある。7世 紀 にで きたイスラーム教 に加わ る形で は

あったが、スワヒリ文化を規定する内面的な要素となる。宗教、信仰、法の体系、価値体系が
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この中に入る。四番 目にスワヒリ的生活様式がある。 これはスワヒリ文化を規定する外面的要

素であ り、例えば挨拶の仕方や衣食住、技術 などの特性 とい うことになる。衣はもちろんイス

ラーム帽にカンズという白い服で、女性はカ ンガを巻 く。食は、伝統的なウガリという練 り粥

に対 して、米 も食べるようになる。住ではアフ リカの伝統的な丸い家に対 し、四角い長方形の.

家が建て られてい く。そ して最後に、言葉の特性と してスワヒリ語がある。 スワヒリ語は海岸

部で発達 し、内陸部 に交易の言葉と して広が っていった。スワヒリ文化を保持 し伝達する手段

的装置である。 この五っがスワヒリ文化の基本的な構成要素として考え られ、最 も内面的な人

種的特性か ら、外に広 く拡大する可能性のあるスワヒリ語 までの レベルが考え られる。

1968年 に書 いた私の論文では、この五っの構成要素がスワヒリ文化の拡大によって一っ一っ

落ちてい くことを提言 した。東アフ リカの海岸部ではこの五っが揃わないとスワヒリではない。

だがウジジの人々は 「我 々スワヒリ」という共通意識を持ちながら、混血民ではな く様々な内

陸部の部族出身者達で構成されている。ただ、都市に住むイスラーム教徒で、スワヒリ的な生

活様式を営み、スワ ヒリ語を自分の母語のようにしている。

もっと内陸のマンゴーラは、植民地時代に計画的に農地化 され、公募によ って人を集める形

で成立 した開拓社会である。様々に異なる部族出身者達が集まり、一つの開拓社会を形成 して

いる。その多 くは都市経験のあるイスラームマイノ リティ地域か らの出身である。彼 らが持 っ

た共通意識 も 「我々スワ ヒリ」だが、 このスワヒリには二っの レベルがある。周辺の牧畜民、

半農半牧民、狩猟採集民 との関わ りの中では、農耕開拓民としての 「スワヒリ」という意識で

あり、その中にはキ リス ト教徒 も含まれている。ところが、特に彼 らの中のイスラーム教徒が

「我々スワヒリ」 という時には、 クリスチャンを除いたイスラーム教徒だけの 「スワヒリ」と

いう意識 として持たれて いる。っま り、包括的なスワヒリ意識 と限定的なスワヒリ意識とい う

二重性がある。マンゴーラにおいては人種的特性だけでな く、都市性 という構成要素 も抜け落

ちる。イスラーム教徒、スワヒリ的生活様式、スワヒリ語を喋ることがスワヒリの条件となる

が、更にその中の特定の人々はキ リス ト教徒 もスワヒリに含まれ、イスラーム教の要素 も落ち

て しまう。

ではノンイスラーム地域ではどうだろ う。マサイの集落で タンザニア政府の役人達が演説す

る時は、マサイ語ではな くスワヒリ語で喋るのだが、多 くはネクタイを締めて、背広を着てい

る人達だ。マサイか ら見れば、彼 らはスワヒリ語を喋る 「スワヒリ」である。スワヒリ語 さえ

話せれば 「スワヒリ」ということになって しまう。スワヒリ文化の歴史的に作 られた構成要素

が、地域的拡大、時代的な移行の中で、一っ一っが欠落 してい くことになる。
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西欧植民地化について も、スワヒリ化と同 じような現象がある。ス ワヒリ化の過程、植民地

化の過程を考えた時に、文化の五つの構成要素は、文化接触の過程ではある種の方法論的な意

味を持っのではないか。文化接触におけるセオ リーを考えてみた。

まず、個 々のエスニ ック集団がある。その集団の血縁意識で基礎的に作 られる人種的特性が

ある。地域的な特性 としての地縁性、つまり彼 らの集団がおかれた自然的文化的環境特性に規

定されっっ、歴史的に作 られて きた諸特性、特に牧畜民、農耕民 という生産特性が関わって く

る。エスニ ック集団文化を規定する内面的要素 としては、個々の部族が持 る宗教、価値体系、

信念体系、法 とい うものがある。エスニ ックな集団文化を規定す る外面的な要素としては、彼

らの生活様式、衣食住、行動様式、技術、物質文化等がある。そ して最後に集団文化を保持 し

伝達す る手段的装置としての言語が考え られる。

このような伝統的な社会が異なる文化 と接触 した場合を、私の経験か ら述べておきたい。一

つの伝統的な社会に支え られてきた トングウェを例に紹介 してみよう。スワヒリ文化 との接触

によって最初に起 こるのは、スワヒリ語 と トングウェ語をバイ リンガルに話すよ うになること

だ。家では トングウェ語を喋 り、町に出ればスワヒリ語を喋るという使い分けがなされる。そ

の次 に、スワヒリ的な服装がを取 り入れられ、祝 日には米を食べるような食習慣の使い分けが

出て くる。更 にスワ ヒリ化が進む と、その中か ら特に都市 と関わ りを持っ人 々の多 くがイス

ラーム教 に改宗す ることになる。スワヒリ文化を身 につけイスラーム教徒に改宗 した人は、都

市に移 り住んで も、それほど大きな違和感がない。ただし人種的特性だけは消すことはで きな

いという状況である。

植民地文化との接触で も同 じように考え られる。東アフリカではスワヒリ文化の内陸拡大と

ほぼ同 じルー トを通 って、その後の植民地文化 も拡大 して いった。植民地(西 欧)文 化で も五

っの構成要素か ら考えれば、植民地文化を保持 し伝達す る手段的要素、植民地共通語 としては、

東アフ リカの場合 には英語 となる。植民地文化を規定する外面的要素は西欧的な生活様式、行

動様式、衣食住、技術、物質文化で、内面的要素 としては、キ リス ト教、西欧的価値体系、植

民地法 などが入 る6そ して植民地文化 は都市づたいに拡大 してお り、やはり都市性 という要素

が入 り、最後には人種的特性としての ヨーロッパ人が挙げ られるが、 これ もやはり接触 しえな

い要素「として残 ることになる。

現実 に東アフ リカの地域では、まず外側の三要素が重なってきた。多 くの人が部族語、スワ

ヒリ語、英語を トライリンガルに話 し、 ウガ リ、米の他にもパ ンや ドーナツを食べるようにな

る。服装 も腰巻 きか らカンガ、更にそ こに靴下 や靴を履 いた り、カ ンズの上 に背広の コー ト
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図3東 アフ リカにおける文化接触 の概念的構造

を着 るのが正式の服装になる。さらにその次には、キ リス ト教 とイスラーム教の衝突がある。

東アフリカで特徴的なことの一つに、イスラーム教徒か らキ リス ト教徒へ、あるいはキ リス ト

教徒か らイスラーム教徒への改宗が、我々が考えるよ りもず っと容易に起 こる。現在で も宗教

運動は非常 に盛んで、それぞれ勧誘の演説会を開けば、改宗する者が出て くる。また、イス

ラーム教徒であって も、普段の日常生活は西欧的な価値体系の中に身を置いている。モスクに

行 く時にはイスラームの服 を着て行 って も、役所へ行 くときには背広にネクタイで出かけてい

く。イスラーム教徒であ ると共に、ヨーロッパ的な生活様式が ごく普通に行われている。

都市文化としての観点か ら言えば、植民地の都市文化 とスワヒリ的な都市文化 は、多 くの都

市で新市街と旧市街という形で現れている。例えば植民地都市の典型であるケニ アのナイロビ

で も、南の方にはイスラーム教徒達の コロニーができて くる。ダル ・エス ・サラームで も中心

地域の非常に近代的な所が あると同時に、マゴメニ とい うイスラーム教徒達が住む地域 も広

がって くる。

文化接触の過程は、まずスワヒリ文化 と部族文化が接触す る。文化要素の周辺部から変化 し、

最初は部族語 とスワヒリ語のバイ リンガルか ら始まる。植民地文化 との接触 も同 じように考え

られる。東アフリカの異なる部族が集まった都市的文化の、一番の基礎的部分はスワヒリであ

る。さらに植民地以後には国民社会の時代が到来 し、アフリカの国の殆どが植民地時代の領土

によって国境を規定 され、 その中での国家形成、国民社会形成が行われて きてお り、非常 に

アーティフィシャルな要素を持つ ことになる。

アフ リカの伝統的な社会の特徴は、部族本位制社会である。アフリカの多 くの人々は、基本

的にそれぞれが属する部族を一っのインデ ックスに して、多部族共生の広域社会を作 っている。

一っの地域の中に多種多様な部族がいて、様々な接触はあるが、ある特定のグループを皆殺 し
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にす ることは考え もしない。個々の集団 として共生する社会である。私はさらに部族際社会 と

いうことを考えている。多 くの部族が個々の特性 を持ち、略奪や亡命あ るいは平和理にメ ン

バーの交換 をし、あるいはそれぞれのグループの生産特性を通 じての交易や情報交換等で、彼

らの部族際社会が成立 してきた。そこにスワヒリ化、植民地化が起 こったので はないか。

一方、植民地を基礎に して成立 した国民社会 は、全 く伝統的な社会 とは関係がな く形成 され

る。マー ドックの部族の分布地図 と、現在の国民社会の地図を重ねてみても、非常に多 くのグ

ループが二っ以上の植民地に分割されていたり、ナイジェリアのよ うに約200も の異なる部族

文化を抱えている国 もある。 この国民社会 はある意味では植民地 と同 じように、アーテ ィフィ

シャルな後か ら作 り上げた社会である。多 くの国が一党独裁制で、アフリカ的社会主義 やマル

クス主義的な社会主義まで含めて、国民の自由な言動は許 さない。特に個々の伝統的な部族社

会が自分達の独自性を言 い出せば、 これは遅れた トライバ リズムであるとい う形で弾圧の対象

にす る。 これは植民地時代か ら起 こって きた ことであり、それは国民社会の中に も引き継がれ

てい くことになる。

そこで各国はそれぞれに強いスローガンを持っ ことになる。東アフリカで も例外ではな く、

特にタンザニアにおいては、ザ ンジバルというスワヒリ文化発祥の中心地 と、内陸のスワヒリ

文化が拡大 された地域 とで国を作 った こともあ り、国民文化の基礎的な部分にスワヒリ文化が

置かれている。タンザニアの国民文化を先程の五っの要素で考えてみると、人種的な特性 は基

本的にはアフリカ人である。だが、タンザニア国民社会形成に貢献するアジア人やヨーロッパ

人との協調が言われ、国民社会形成に協力す る者な らば、ヨーロッパ人で もアジア人で もいい。

社会的特性 として はCCM(革 命党)に よ る一党制の政治体制で、貨幣経済体制を基礎 に した

自立的国民社会であ る。 これには トライバ リズムの排斥 も含 まれて くる。国民社会を規定す る

内面的な要素と しては、タンザニア的価値体系 ということになる。1978年 のアルーシャ宣言で、

ニエ レレが示 したウジャマーという思想がある。これはアフリカ的社会主義で、アフリカには

伝統的に元々社会主義的な考え方、 コミュナ リズムがあったとして、 これを 「ウジャマー」と

した。そのウジャマー思想に基づ く国民文化、あるいは国法や信仰等が考え られる。国民文化

を規定する外面的要素としての タンザニア的行動様式は、衣食住の習慣、技術、物質文化であ

る。例え ば人 々が仲間を ン ドゥグ(同 志)と い う呼 び方で挨拶を した り、背広 に代えて、エ

リー ト達は詰め襟の服を採用す る。そして国の基本的な教育語(国 語)を スワヒリ語と し、国

民文化を保持 し、伝達す る手段装置である。同時に国際語、第二の公用語として英語 も使用さ

れ るが、基本的にはスワヒリ語 を基礎と した国民文化が ここに起こって くる。
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タ ンザニアの国民文化のスローガ ンを見ると、非常にスワヒリ的な要素 との関わ りが深い。

例えば トライバ リズムを超えた一つの全体的な国民像 も、かっての 「スワヒリ」という共通意

識をモデルにしてきた と考えられ る。AA研 で 「アフリカにおける都市化の比較研究」 という

プロジェク トがあり、そこで1989年 に 「スワヒリ化にっいて」とい うシンポジウムを開いたこ

とがある。 この時の報告者に一致 したことは、国民教育が住民 にとっての 「スワヒリ化」とし

て捉えられることだ った。行政活動の全てがスワヒリ語を基本としている。役所の掲示、ラジ

オ広報、選挙演説は全てスワヒリ語で行われ、成人 に対する識字教育はもちろん、小学校か ら

中学までの学校教育 もスワヒリ語である。スワヒリ語による小説や劇画 もゲ リラ的 と言えるほ

ど数多 く出版 され るようになり、スワヒリ語の普及のバ ックグランドにあるスワヒリ文化がめ

ざましく拡大 して きている。

そ こで面白い現象が起 こって きている。タンザニアを始め、東アフリカの地域のスワヒリ語

にはい くつかの方言があるが、ザンジバルの方言をスタンダー ドにすることが植民地時代 に決

め られた。基本的にはスワヒリ語の文法や語彙の基礎 として、ザンジバルの方言が使われ、タ

ンザニアで もケニアで も教育語のスワヒリ語 として規定 された。 ところが同時に、 タンザニア

やケニアという国が発達す る中で、 ヨーロッパ的な概念や科学用語をスワヒリ語に変換する必

要が生 じて くる。教育で使 うタームのスワヒリ語化である。それが教育語の中に取 り入れ られ

ると、元々スワヒリの標準語であったザ ンジバルで、教育語 としてのスワヒリ語が理解できな

いとい う現象が起 きてきた。ザンジバルではス ワヒリ文化の再スワヒリ化が起 こっている。

このようにスワヒリ文化が東アフ リカ内陸部をスワヒリ化 してい く過程、さ らに植民地化、

国民社会の形成の中で、内陸まで含んだ部族を超えた共通文化が、スワヒリ語 という共通言語

の機能 も含めた形で東アフ リカ全体を覆 っている。個々の部族の帰属意識 も本音と してあ りな

が ら、同時に建て前 としての国民意識には、スワヒリ文化を基礎に した共通性が見 られ るので

はないか。そこにスワヒリ化の歴史的機能、地域的機能、社会的機能が見 られるのではないだ

ろうか。
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コ メ ン ト

高 谷 好 一

「スワヒリ」とい うのは、東南ア ジアで言えば、 「マレー」のような印象を持 っていたが、

話を伺 ってずいぶん違 うという印象を受 けた。マレーはスワヒリに比べるとバラエティが少な

く、文化の幅が狭 く収まっている。 スワヒリは海か ら来たイスラームの商人が最初の契機にな

るが、内陸 との距離が遠 くその到来は時間的に も長引いている。それ故に、結果的には文化的

な幅が生 じてきたのだろう。東南ア ジアは山が近 く、港 に着けば瞬 く内に同質化 して しまう。

「アフリカの巨大な大陸」、 「東南アジアの島」という違いを強烈に感 じた。そ して、スワヒ

リは 「いま生きている」と感 じる。 とりわけ国民国家を形成する際に も、その混合性そのもの

が機能 している。マ レーは接触 ・混合 という傾向は もう死んで しまっているのではないか。あ

るいはとうの昔にマ レーとい うものが形作 られてしまっていて、いまはもう固着 している。大

陸でいま動 いているス ワヒリと、多島海で16、7世 紀 ぐらいに完成 され、落ち着いて いるマ

レーという違いも強烈に感 じさせ られた。

この後に続 くサヘルや内陸との比較材料のために も、ここで東南アジアの構造にっいて簡単

に触れておきたい。我 々は東南アジアを大陸部 と島娯部に分けている。大陸部 は南方上座部仏

教によって覆われ、島填部 はイスラームが覆っている。東南ア ジアをアフリカと対比 した場合、

強引に言 って しまえば大陸部はサハ ラやサヘルに近い。 もっとも東南アジアの大陸部 は砂漠で

はない。気候 も生業 も全 く違 うのだが、それ以外に歴史という観点か らして も、島填部 と比べ

ると、それよりも早 く落ち着いたという印象がある。

島喚部には 「山の民」 と 「海の民」がいる。r山 の民」は山の上の焼 き畑民で、やや隔絶さ

れた生活を して いる。それに対 して 「海の民」は、船が着 くところにいる。両者は実際には関

係 しているのだが、普段は接触の少ないものと考えていい。スワヒリに対するとすれば、それ

は 「海の民」であろうし、それが我 々の言 う 「マ レー」である。 ところでマ レー世界は、スワ

ヒリと同様に交易の場であるが、それと同時に生活の場でもあ る。

我 々が言 う 「マ レー」は、マ レー語を話 しイスラームを信仰す るという二つの要素を持って

いる。元々は港 にあって、混血的なものであっただろうが、マ レー語が育って くる背景の中で、

生活者と してのマ レーに落ち着 いていった。そ こにはよほどの長い歴史があった と考えていい。

マ レーも8世 紀以前を考えれば、いまの話のスワヒリと同様の状況だ っただろ う。その頃の遺
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跡の出土品を見ると、サンスクリッ トの碑文が出てお り、明 らかにイ ンド人が来ていたのがわ

かる。それが8世 紀頃になると、文字自体はサンスクリッ トだがローカルな言葉が出現 し、島

喚部では古マ レー語 となる。それ らが育 って、島懊部ではマ レー語にな る。元 はと言えばイ ン

ドの影響があったのが、古 マレー語か らマ レー語が生まれて くるような在地化があ る。イス

ラーム化 はそれよりず っと遅れて起 こって くる。

東南 アジアでのイスラームの拡大は、アラブに近 いスマ トラ付近 が13世 紀の終わ り頃に始

まった。それ以外の島撰部のイスラーム化は16世 紀頃であろう。永 きにわた って培われたマ

レー語圏にイスラームが乗 っていまのマ レー世界が形成 されたが、それ もかなりの長期にわた

る過程である。スワヒリの内陸への拡大には時間的なズレが起 こっているらしいが、マ レーで

は周辺への波及は早か った。遠隔地の山の民にまでは到達 しなかったが、大部分の ところはほ

ぼ同時的に広が ったと思われる。

スワヒリ文化では、形成期、定着期、拡大期と分けられているが、東南アジアで はそれらが

同時的に起 こっている。スワヒリでは拡大期の植民地時代にヨーロ ッパが入 って きているが、

この時、東南ア ジアの場合はヨーロッパ人よりも中国人が入 ってきている。

また異文化接触の模式図で、バームクーヘ ンのよ うな図を描かれていたが、これを東南ア ジ

アで考えると、少 し違 う。東南アジアの場合だ と、プロ ト東南アジアの輪があ り、インドの輪、

その上にイスラームの輪が重な って くる。イン ドの輪がプロ ト東南 アジァに重なるのが、5、

6世 紀頃で、イスラームは16世 紀頃に重なって くる。そ してかなり遅れて近代 ヨーロッパ、あ

るいは中国が入 って くる。それはあまり重要な ものになっていない。プロ ト東南アジア+イ ン

ド+イ スラームという重なりが、16～17世 紀 には既に形成され、時間が経っに したが って、次

第に熟成 していっている。これが島填部である。

「いま生 きているスワヒリ文化」が、現在の地域統合で効いていると言 っておられる。その

部分は東南アジアで は何になるのだろうか。ここには海民 としてのマ レー人の世界がある。そ

してそれは、現代社会の中で極めて上手にア レンジされ、ASEANと いう形で生 きている。

ASEANは マ レー世界の延長線上にある もの と考えて良い。 とすれば、アフ リカのスワヒリ

はASEANに 相当するのだろうか。
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質疑応答

日野 私 も違いが二っばかりあるように思う。

一つは東アフリカの場合には伝統的なアフリ

カ文化とイスラーム、そ して西欧という、そ

の三つに単純化できる。イ ンドも入ってきた

が、東アフリカに来たイン ド人はイスラーム

教徒が多かったことと、容易に文化が融合 し

なかったことがある。東南アジアの場合には、

イ ンドや中国の文化など、様々なものが重

なってきている。

アフリカは全体で千以上 もの異なる部族に

よって形成され、東アフ リカだけで も300か

ら400の 異なる部族が共生 している。都市、

あるいは国民という別の レベルでまとまる必

要が出てきた時に、スワヒリが格好のモデル

になった。マ レーシアでの異文化接触は、マ

レーという一っの文化集団との接触であり、

拡大期 と定着期が一緒になって起こるような

同質性があったのではないか。

一昨年、 「世界青年の船」に乗 って初めて

マラッカ海峡を通ったが、マラッカ海峡から

スリランカに行き、モルディブのそばを通 っ

てケニアまで行った。広いという思いと同時

に、人間が往き来できないこともないという

印象を持った。初めて東南アジアをそういう

形で見ることができて、スワヒリ世界との関

わりが構造的に掴めたように思う。

坪内 マ レーと言えば、マレーシアと想像す

るのが当たり前か もしれないが、高谷さんの

言 う 「マ レー」は、インドネシアを含み込ん
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だ島撰部全体を指 しており、マ レー半島、マ

レーシアはその一部にすぎない。マ レー半島

だけを考えた場合は、小数民族も少ないが、

東南アジアでも言語を200や300は 簡単 に数え

られるような構造を持 っている。そこはむ し

ろ共通項で考えた方がいい。

日野 それを超えた共通意識がイスラーム化

で起 こってきたと考えていいのだろうか。

坪内 イスラームであれ、マレー語であれ、

それが共通化 していった。その意味でもスワ

ヒリは似ている。

高谷 場所 としては島撰部全体で、フィリピ

ンの南も含めて考えている。

坪内 そういう意識で議論を展開した方がい

いだろう。私が興味を持 ったのは、スワヒリ

の基本構造が都市だという点で、東南アジア

と対比する時に一つの大 きな要素になると思

う。都市が相当に昔からあったという話だっ

たが、その事実を確かめてお きたい。イス

ラーム化以前にも、都市が伝統的にあったの

だろうか。東南アジアを考える時、確かにマ

ラッカのような都市はある。ある時期には人

口が10万 人程度あるし、大陸部の方には10万

クラスの都市がいくっかある。だが、基本的

に東南アジアは都市がないと考えた方がいい。

高谷さんの言う港も、人口が1万 あれば十分

だろう。それを都市と考えるかどうかは別と

して、日野さんの言う伝統的な都市の大きさ

をまず把握 しておきたい。



東南アジアの場合、都市は港という概念で

基本的に理解 していいと思う。日野さんの話

では都市性 という要素は、交わりに くいよう

な本質要素 として円の中心部近 くに位置 して

いる。その位置づけを もう少 し理解 しておき

たい。っまり日野さんは都市を本質として中

心部におかれたと思うが、その本質部分が植

民地文化との接触では、新市街と旧市街のよ

うに分けられ、分かれたままで合体するとい

うような説明があった。東南アジアでは少 し

違 う扱いができるのではないかと思 う。

日野 東アフリカに伝統的にあった港は、私

は都市と考えている。それを都市 と考える場

合には二っの意識がある。一つは相対的なも

ので、他にそういう形の社会が全 くないとこ

ろで、交易を主とした町ができた場合は都市

にな らざるをえない。 もう一つは、私の師と

する鈴木榮太郎先生の説では、多 くの社会的

交流の結節的機関がで きて くれば都市になる。

その意味では人口的な問題ではな く、む しろ

ファンクションとして社会的な様々な接触の

機関が成立すれば、それを都市として考えて

いる。スワヒリの港町も、その意味では都市

であったと考えている。 「アフリカン ・シビ

ライゼーション」という本でも、12世紀頃の

アフリカにおける都市文化の発祥の場所とし

てスワヒリの地域を考えている。私 もそれは

そう間違 ってはいないだろうと思 う。

スワヒリ化も植民地化 も、その展開は都市

から都市、都市から周辺へというルー トで し

is

か考えられない。都市的ではないような、例

えばアフ リカの伝統的な部族本位制の多部族

共生社会の中でセントラリゼーションが起こ

るとすれば、征服による中心化現象や、ある

いは交易による中心化現象で、並列的なとこ

ろに初めて一種の重層化が起こって くる。そ

の段階ではそこに都市、あるいは都市的機能

を想定しなければ議論できないのではないか。

スワヒリ文化にしても植民地文化にして も、

基本的に周辺へと拡大するその中心的な もの

は都市だった。都市を通さなければ広が って

いかないと考えている。

坪内 都市の機能、都市という考え方は、東

南アジアでも全 く同 じだ。例えば東南アジア

の人口1000と いう小さな集落で も、基本的に

は港は都市だとい う理解がある。 もう一つ、

都市か ら始まるということだが、都市と混血

という並べ方をすれば話はよく合 うが、 日野

さんが書いた図では人種的特性 と都市がコァ

になっている。これは混血をおいているので

はない。都市をむ しろスワヒリ語よりも下方

におき、変化のフロンティアであるという捉

え方をしたいようにも思う。

日野 エスニ ックの部族文化とスワヒリ文化

を考えると、対極的にあるものの一っは都市

かどうかということだ と思 う。ただ、エス

ニック文化の中心に都市的な要素が全 くない

とは言えない。例えばチーフができて、チー

フの周りに伝統的なオフィスができ、ヘ ッド

クォーターができれば、 もう都市的な要素が



加わったと考えられないこともない。 しか し

基本的に対比を考えた時には、スワヒリ文化

は都市文化だと言える。

坪内 混血的なスワヒリ文化が都市文化だと

理解 していいのか。

日野 混血が起こるシチュエーションは、そ

こが都市的で、アフリカ人 も船に乗 った人 も

寄り集まって くる。その こと自体が都市的と

言えるだろう。逆に言えば集中的に文化を作

り上げるような混血民がで きるのは、伝統的

な部族社会の中ではできて こないことであり、

やはり都市の場だか らこそ成立 した。

坪 内 人種的特性のBantupeopleswith

ArabicorPersianbloodと い うの は、

Bantupeoplesを あまり強 く読んではいけな

い。む しろ混血的民族と読むべきなのだろう。

日野 そ ういう形で海岸部が全て混血かどう

かは実 はわか らない。定着期 はとうに過 ぎ

去 ってお り、彼 らは外見的には色も黒 く、毛

も縮れていて、混血民という言い方はできな

いか もしれない。ただ海岸部の人達 には、

元々自分達がアラブ世界 と結びつきがあり、

イスラーム教徒にな6た という誇りがある。

東アフリカの海岸には、 「海岸の愚者は内陸

の賢者に勝る」という諺があり、内陸を徹底

的にバカにしていた。内陸でイスラーム化が

起 こりスワヒリ意識を持つ人々が海岸の都市

に出て来ると、非常に昔の淡い血筋を優越感

の拠 り所 とし 「我々はアラブだ」と言い出す。

そんなソーシャルダイナ ミクスも海岸部には
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あ る。 こうい うことを捉え ることに意味が あ

るのではないか と認識 してい る。

坪 内 東 南 ア ジア との 対 比 か らい え ば、

BantupeopleswithArabicorPersian

bloodをPortugalpeopleswith… と 置 き

換えた ら、全 く同 じ構造 にな って くる。構造

的に は基本的に共通 す るものがあ るとい う認

識で理解で きる。

日野 ア フ リカの文脈で考えた ものが、色 々

な形で共通性を持っ と認あて頂 けれ ば うれ し

く思 う。

立本 今 日と明 日とのデ ィスカ ッシ ョンで の

比較の単位だが、今回の テーマは、 スワ ヒリ、

サヘル、バ ン トゥとあ る。 その時 にバ ン トゥ

はマ レーにあた るのか、サヘ ルはジャワにあ

た るのか、 マラ ッカ海峡 にあたるのか 、ある

いはその時 にスワ ヒリは何か というような捉

え方で議論 され るのだ ろうか。 スワ ヒリだけ

で も東南 アジアと十分比較で きるだ ろ う。 だ

が、 アフ リカと東南 アジアを比べ るときには、

スワ ヒリはむ しろメスティーソ文化、 マ レー

語で いえば プラナカン文化 とい うレベ ルで比

べ るべ きで はな いか。マ レーと比べ るのでは

非常 に具合が悪 い。 マ レーはバ ン トゥとい う

レベ ルだ ろう。

文化 と して スワ ヒリを捉 えた時 に、 なぜ ス

ワ ヒリ文化が アフ リカに形成 され たの か、な

ぜ東南 アジアで はスワ ヒリ文化の よ うな確 固

たる混血文化が形成 され なか ったのか が大き

な 違 い とな る。 その違 いの一 っ が、 バ ー ム



クーヘ ンで表せるアフリカとタマネギでしか

ない東南アジアだろ う。部族本位制社会、あ

るいは部族差異化社会と関わ って くるのか。

あるいはスワヒリ自体が部族化されているの

だろうか。

図の中で、人種的特性であるべ き混血を核

に持って くる意味が、 もう一っはっきりわか

らない。本当にそうなのかという疑問と共に、

なぜ核に持 って こられるのか。歴史的にはス

ワヒリ化は混血が核になった時から始 まって

いる。形成期、定着期はエクスパ ンションと

言われたが、人種的特性が表皮からコアへ と

転換するのは、果たしていっ頃起 こっている

のか。

東南アジア、例えばマレーシアでは憲法で

マ レー人の定義がある。 「言語、慣習、宗

教」が、 「イスラーム教徒で、マ レー習慣を

身につけ、マレー語を話す」それがマ レー人

だ。血縁は問題にしていない。 「都市性」を

「地縁」と置き換えると、地縁は 「マ レー国

家」という大きな枠組みではある。アフロア

ジア的スワヒリ人という新 しく形成された も

のが、スワヒリ文化の核になるというのは、

やはりアフリカ的なのだろうか。

日野 これを中核的と言えるかは難 しい。人

種的特性は一番接触 しに くいとい う意味で図

の中心においている。アフリカの伝統的な人

達がこれになるわけにはいかない。都市的な

ところまでは重なり合う。中核と言うことに

は問題がある。
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スワヒリ文化の形成の歴史を見た時に、最

初の混血を前提に して形成された文化の ミキ

シングが特性になっている。ただこれが一番

重要だとか、重要でないという意味で構造的

に考えたわけではなく、文化接触を考えた場

合には、この順序が一番スムーズではないか

というものだ。

立本 現在の接触のあり方はそうかもしれな

いが、初めは人種的な混血から始まっている

のではないか。

日野 それは本当に局限された海岸部での問

題だ。

立本 言い換えれば、スワヒリ文化形成の時

には、人種的なミックスが一番 コアなのだろ

うか。

日野 ただこの構造は逆に言えば、操作的な

話で、それが例えば人種的な特性が起きたか

ら、スワヒリが起 こってきたということでは

なく、ほとんど同時発生的にある。他の文化

との接触で考えた場合は、接触 し易いところ

から、接触 し難いところまでということが考

えられるのではないかということだ。

松原正毅 スワヒリの形成の始まりとして、

アラブイスラームとバン トゥ系との接触を初

期段階としておくと、他の所でもアラブイス

ラームとバントゥ系の人々の接触はあったは

ずだ。西アフリカでも接触はあったが、そこ

はスワヒリ化現象が出てこない。東アフリカ

でスワヒリ化現象が出てきたというのは、ど

う説明されるのか。



日野 と もか くここに来 た ら数 カ月 は帰 れな

い。船で来 るとい うことは男 しか こない。 こ

の ことが大 きいだ ろ う。 トリミンガーは、東

は男だ けが来たが西 は家族 で来てい るとい う

説明を して いる。

嶋 田 西の方で も似 たよ うな現 象が起 きてい

る。む しろ西の方が顕著か も しれない。

日野 西の方 は、ハ ウサ、 マ ンデ ィンゴ、カ

ヌ リ等の社会がそれ ぞれ にイスラーム と接触

して いる。 それが東 アフ リカの場合 は海 岸に

局所的 に起 きて いるとい う違 いがあ ると思 う。

嶋 由 先 ほどの議論で、 日野 さんは人種 的特

性 の ところでBantupeopleswithArabic

orpersianbloodと され て い るが、む しろ

ArabicpersianpeopleswithBantublood

が 正 しいだろ う。 ザ ンジバルで はい まで も大

勢 のペ ル シャ人が来 てい る。マ レーの方で は

アラ ビア人等 が都市形成 の コアにな った とい

うことはないのか。

立本 アラブ人 は来 てい るが、混血 より、ア

ラブ人 はアラブ人 と して尊 敬 され る。

嶋田 混血 はあ りえないのか。

立本 混血 はあるが、ア ラブ人の子孫 と して

尊敬 されてい る。

坪 内 マ レーが混血 か どうかで、意見の対立

があ るよ うに見え るが、歴史の スパ ンを どこ

まで とるかで解決 で きる。マ レー自身の形成

が長 い時間をかけて行われて いることを考え

ればいい。立本 さんの言われ たプラナカ ンの

よ うな問題 は、ス ワヒ リよ りももっと新 しい

19

ある局面が中心になるのではないか。

立本 だがマ レーとスワヒリを一緒にして考

えるのは問題がある。マ レーは厳然として紀

元前からリンガフランカとしてあった言葉だ。

それをアラブ人がきて新 しく作 られたスワヒ

リ文化と一緒にするべきではない。イスラー

ム化の現象を色々な側面か ら取 り上げて議論

すべきで、イスラームという要素を別にすれ

ば、日野さんの提示されたスワヒリはあくま

でもプラナカン、メスティーソだと思 う。

田中耕司 アフリカの場合は農耕民や牧畜民

など、伝統的な生業が色々あるが、東南アジ

アと対比するために農業を主体とした社会を

とりあげてみたい。マレーには農業や漁携を

する生活があり、このマレー的な生活の中に

イスラーム化が起って 「マレー世界」が形成

されてきた。今日のスワヒリ世界の話を聞く

と、バウムクーヘ ンのような図式で もわかる

ように、農耕民のままではスワヒリ化できな

いような構成になっている。ところが、スワ

ヒリ化を仮にイスラーム化という形で対比 し

た時、マレーシアやインドネシアでは農耕民

のままでいくらで もイスラームになりうる。

イスラームを信仰すれば、その大きな共通世

界に入っていける。スワヒリ化とイスラーム

化は別のものとして考えた方がいい。

アフリカの場合、どのよ うな構成要素に

よって農耕民のスワヒリ化が起 きるのか。日

野さんの出されたモデルでは、東南アジアの

場合にはイスラームが一番外側でもいい。生



業を変えな くてもイスラームの世界を共有で

きる。逆に言えば、生業自体が東南アジアの

海域世界で蓄積 されていく。アフリカの伝統

的な農業社会は、スワヒリ化の波とは関係な

く、境界がはっきりとあるのか、あるいは全

く関係のない世界としてあるのか。東南アジ

アの場合は、農業や漁業という色々な生業が、

外からの影響によりダイナ ミックに変化して

いく。農耕民 も、ず っと同じ農耕民 とは言え

ない。外の世界の様々なインパ クトで、農業

の方法、生業のあり方自体が変わっていく。

スワヒリでは外のものが来ているという印象

だけだが、東南アジアでは外から来たものを

次々に内在化 していく印象が強い。

日野 メスティーソの話から言えば、 「スワ

ヒリ文化の形成」は彼 ら自身が言 っているこ

とではな く、彼 らは 「アラブにな った」 と

思っている。 「文明化す る」というのは、ス

ワヒリ語で 「ウスタラーブ」と言い、アラビ

ア語で 「アラブ化す る」という意味だ。そ し

て千年以上前の記録に、既にスワヒリ語らし

き言葉が出てきている。スワヒリ語の成立か

らは既に千年以上経 っていると考え られ、最

近になって突然出てきたものではない。

アフリカの農耕社会のイスラーム化を見て

みると、例えば トングウェで も、スクマで も、

都市に出た若者達がイスラームになる。ブソ

ンドという トングウェの町で も、都市に出た

若者はイスラーム教徒だ。チーフだけは出て

行かないから、いまで も伝統的な呪術を信仰
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している。確かに、その社会の中ではイス

ラームは外側なのだろう。ただそれが もっと

進み、例えばニャムウェジやスクマのように、

かなりの人がポーター等で出て行 くようにな

ると、住民の大半がイスラームになって くる。

和崎洋一氏が書いていたが、マンゴーラで

はみんな 「自分はスワヒリだ」と認識 してい

る。マ ンゴーラは様々に異るグループで形成

された農耕開拓社会で、そこでの帰属意識は

基本的にスワヒリだ。だが例えばスクマとい

う出身地に帰った時、帰属意識は 「スクマ」

となる。イスラーム教徒ではあって も、出身

地に帰ればスワヒリではなくなるらしい。 こ

の村落においては、スワヒリとはマデュカー

二に住む人、すなわち、バス停留所等の周辺

にある何軒かの商店がある市街地に住む人々

を指す。この場合、東アフリカにおけるイス

ラーム化は、スワヒリ化のルー トを通 して起

こっている。東アフリカでスワヒリ語を話せ

ない者がイスラーム教徒になることは、極め

て例外的なものを除いてはばありえないこと

だ。

ただし植民地化ではアフリカの文化へのす

り寄 りがあった。聖書をスワヒリ語や部族語

に訳 したり、説教す るようになった。英語を

喋れな くて もキ リス ト教徒 になれ る。イス

ラーム教はアラビア語ができな くても、スワ

ヒリ語ができなければなれない。牟だ、農耕

民の中にもイスラーム教徒はいる。そこでは

必ず しもスワヒリとは言えないが、都市へ出



ていけば都市民となんら変わりはない。都市

民としての準備ができている。

家島彦一 束アフ リカのスワヒリ・タウンの

社会的 ・文化的構成を見ると、それを全て一

括 してイスラーム ・スワヒリとは言えないの

ではないか。もちろん、そ こではイスラーム・

アラブ意識が非常に強い。 しかし、ペルシャ、

インド的要素も入ってきているし、宗教では

ヒン ドゥー教、ユダヤ教やキ リス ト教 もある

というように、非常に多元的複合的要素が含

まれている。また、東アフリカ海岸の都市が

「スワヒリ」として呼ばれ るのは、すでに13

世紀末か ら14世紀の頃である。

東アフリカにおいて、ムス リム農耕民が急

増するのは、19～20世 紀に入 ってからであろ

う。この時には、 ヨーロッパ人によるプラン

テーション農場の経営と、キ リス ト教布教と

によって、キリス ト教 も増えるが、同時にム

スリム人口も急に増える。プランテーション

農場に働 く農民の中や開拓農民の間に、都市

の農業指導者や宗教的 ・政治的な リーダーた

ちを通 じてイスラームが入 ってい く。その力

が非常に大きか ったと思 う。これはおそらく

東南アジア、あるいはベンガルなどの開拓地

農民の間でも同じような現象がみられた。

もう一っの大きな問題は、東アフリカと東

南アジアとの共通点 として、歴史的にみると、

いずれ も大 きな政治版図を持った王朝や領域

国家が成立 しなかったことがある。イスラー

ム化については、様々な問題が関わっている
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と思われるが、西アフ リカと東アフリカのイ

スラーム化の過程を考えてみても大きな違い

があった。西アフ リカの場合、サハラ砂漠の

オアシス ・ルー トを通 じて、北アフリカのマ

グリブ地方から直接的に大軍隊でイスラーム

が入り、イスラームの大帝国を作 られた。軍

事征服、そ して王権が中心となってイスラー

ムを広げたことから、面的に大きな広が りを

持った。これに対 して、東アフリカは海を通

じて外世界とっながりを持ち、 しか も島や港

をコアとしてイスラームが入っていく。イス

ラーム化 の担 い手 は、商人で あ り、 スー

フィーたちであった。従って、その広が りは、

点と点を線で結ぶネットワークであ って、そ

こにスワヒリ的な要素が強 く出てきたと思わ

れる。東南アジアと東アフリカとの共通性 も

そうした 「海域」の共通性に求めて もいいの

ではないか。

日野 アフリカプロジェク トの最後の研究会

で も、東アフリカの話は東南アジアやインド

の人にも共感 して もらえた。ところが西アフ

リカの話は違 う。嶋田さんの話が出て きたら、

またアフリカ観が変わ って くるかもしれない。

私は西と東と両方を研究対象にしている。東

アフリカのイスラーム化は基本的に個人改宗

だ。個人が都市へ出てきてイスラーム教徒に

なって帰 って くる。ところが西の方は集団改

宗で、王やその周辺が改宗 し、民衆にも命令

する。イスラーム化の展開の違いも大 きく影

響 しているだろう。




